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研究課題 ツアー・パフォーマンス制作に資する都市ツーリズムとドラマトゥルギーの研究 

（概要）※最大 10行まで 

本研究代表者・高山は観客（ツアーの参加者）が都市の中を移動しつつ、指定された訪問地で

視覚的・聴覚的な仕掛けを体験として提供するツアー型のサイト・スペシフィックなインスタ

レーションを「ツアー・パフォーマンス」と総称し、ツアー・パフォーマンス作品を国内外の

様々な都市で数多く発表してきた。本研究は、ツアー・パフォーマンスを成立させる要素を①

都市ツーリズム、②ドラマトゥルギーと設定し、既存の観光ツアー／修学旅行とこれまでのツ

アー・パフォーマンス（作品）を素材にしながら、都市と演劇の関係を考えるうえで不可欠

な、都市ツーリズムとドラマトゥルギーの具体的な機能を探求しようとするものである。翻っ

て、本研究は、二つの要素がどのようにツアー・パフォーマンスを成立させているかの分析へ

と通じるため、都市ツーリズムとドラトゥルギーそのものについての研究であると同時に、ツ

アー・パフォーマンスの制作方法についての研究でもある。 

  
 

１．研究の目的             （注）必要なページ数をご使用ください。 

本研究の目的は、都市ツーリズムとドラマトゥルギーの具体的な機能を探求し、ツアー・パフ

ォーマンスの制作方法に関する研究を行うことである。この研究は、本研究代表者が過去にツ

アー・パフォーマンス作品を発表してきた経験を踏まえ、ツーリズムとドラマトゥルギーの要

素を分析し、都市と演劇の関係を明確にすることを目指す。同時に、前年度の研究で行った、

過去のツアー・パフォーマンスのアーカイブを通して、巡礼型のインスタレーションを実践す

る芸術実践での重要な参照となることも研究全体の目標とした。 

また、都市ツーリズムの具体的な研究対象として、近代化やアジア太平洋地域を考える上で歴

史的地理的にも多様なテーマをもった長崎市に焦点を絞る。長崎は、鎖国下の江戸時代におけ

る出島は言うに及ばず、それ以前から海外との交流を担ってきた国際都市である上に、日本の

近代化の出発点かつ培養地であり、長崎をテーマにすることが本研究に豊かな成果をもたらす

と考えた。 

  
 

２．研究の経過             （注）必要なページ数をご使用ください。 

研究の進行は、ワークショップを通じて、ツアー・パフォーマンスの研究開発を中心とした実践的なツーリズムとドラマトゥルギーを分析することに一番の焦点を当てた。これにより、都市ツーリズムとドラマトゥルギーの関係を深く理解し、ツアー・パフォーマンス制作に新たな知見をもたらすことが期待された。 
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申請者氏名 高山明 



「長崎修学旅行ワークショップ」の実施 

ワークショップは、長崎の歴史的地理的な多様性や近代化をテーマに、「長崎修学旅行」のプランを考案するものとした。具体的には、もし長崎を 2泊 3日の修学旅行で訪れる場合、どのようなテーマやツアープラン・訪問地を組み込むか、といった設定で、公募で集まった約 20名の参加者と考察を共にした。既存の

観光プロジェクト「長崎さるく（2006年より長崎市内で行われている一般向けの観光ツアーの名称）」や『東京修学旅行プロジェクト』（2017-2019）の経験を参考にしながら、ワークショップ参加者それぞれの「長崎修学旅行」のプランを作成した。このプロセスを通じて、ツアーパフォーマンス、ドラマトゥルギ

ー、ワークショップという 3つの要素を中心に考察することとなった。 

 

・共同研究/制作プラットフォームとしての「ワークショップ」の可能性 

まずワークショップという形式を採用した理由として、現在演劇において行われているワークショップの多くが、予定調和的な「教室」に、都市プロジェクトにおいては参加者の意思を尊重したという「アリバイ」になってしまっている傾向がある。プレゼンテーション、フィードバック、グループディスカッション

といったことを通じて、共同で研究／制作するための手段として実施するワークショップは、参加者が都市の中を移動することで成立する「なまもの」的なツアー・パフォーマンスを研究する手法として有効であると考えた。 

 

・過去のツアー・パフォーマンスのアーカイブからの学びと、新たなアイデアの生み出し 

また前年度の研究であった過去のツアー・パフォーマンスのアーカイブ構築が本ワークショップにおいても、研究や制作に活用できる貴重な資源となり重要な役割を果たした。アーカイブを活用することで、ワークショップ参加者に実践的な資料を提供し、制作に関する理解を深めることができた。ツアー・パフォー

マンスの制作においては、過去の実績や経験から学び、新たなアイデアや制作手法を生み出すことが有効である点が再確認された。 

 

・既存の観光ツアー／修学旅行のリサーチ 

長崎の観光ツアー「長崎さるく」と、長崎で実施されている既存の修学旅行について、どのようなツアーコースが提供されているのか具体的にリサーチをした。 

 

＜長崎さるく＞ 

「長崎さるく」は、長崎市が 2006年に開催した博覧会「長崎さるく博」をきかっけにスタートした事業であり、長崎市が既に持っている地域資源を活かし、観光のあり方を転換させることを目指した観光プロジェクトである。「さるく」とは、長崎の方言で“ぶらぶら歩く”という意味であり、「長崎さるく」の重要

な要素は「長崎市民」の特性であった。“来訪者を拒まない”という市民性を持った長崎市民こそ、長崎観光にとっての貴重な地域資源だった。来訪者をもてなすことと、楽しいことが好きな“のぼせもん（熱中する人）”の長崎市民が、さるく博を実質的に支えた。市民が主役をモットーにしたさるく博には、約 1

千万人もの参加者があり、長崎市の観光のあり方に大きな転換をもたらした。「長崎さるく」の事業コンセプトは「まち歩きが楽しくなる仕掛けづくり」であり、「長崎遊さるく」、「長崎通さるく」、「長崎学さるく」という 3つに分かれていて、深く長崎を知るというニーズに応えるべく、知的好奇心を満たす

様々な観光体験が提供されている。市民プロデューサーやさるくガイド、さるくサポーターなど、多くの市民が参加し、観光コースの作成やガイドの養成も行われた。観光客が「まち歩き」を楽しむことで、ゆっくりとした観光が生まれ、滞在時間が延長され、宿泊需要にもつながると考えられている。本ワークショ

ップ参加者は、このような「長崎さるく」の成り立ちを知り、全 73コースの街歩きツアーの分析を行った。 

 

上記のリサーチをふまえ、①「長崎さるく」による観光と、②長崎修学旅行の違いを比較した。 

 

 ―目的と内容の違い 

  ①地域の魅力を体験し楽しむ 

  ②学びや体験を通じて教育的成果を得る 

 ―プログラムと活動の違い 

  ①観光名所の巡礼や文化体験など 

  ②歴史や文化に関連した学習活動や現地研修など 

 ―ガイド役の違い 

  ①市民ボランティアを中心に、エンタメ要素や地域の情報を提供 

  ②教育・歴史的な解説や学びを促す役割を担当 

 ―参加者の特徴 

  ①一般の観光客や地域/街歩き愛好者、幅広い年齢層 

  ②学生や教育機関の関係者、特定の学年や学校の生徒 

 

以上の分析から、「長崎さるく」と「長崎修学旅行」は、目的、内容、プログラム、ガイド役、参加者の特徴などの面で異なる体験を提供するものであることがわかる。観光では一般的な楽しみや娯楽が求められる一方、修学旅行は教育的な成果を重視し、学習と体験を結びつけることを目的としている。 



 

このようなリサーチを踏まえた上で、本ワークショップでは「その豊かな素材たちをいかにして表現（ツアー・パフォーマンス）に転換していくのか」、「そのためのドラマトゥルギーの用い方」に焦点をあてることが重要視された。 

  

 

３．研究の成果             （注）必要なページ数をご使用ください。 

ツアー・パフォーマンス制作における、都市ツーリズムとドラマトゥルギーの関連性 

「長崎修学旅行ワークショップ」を実施したことで、実現可能性が高い 2泊 3日のツアープラ

ンが複数生まれた。またそのプロセスにおいて、都市ツーリズムとドラマトゥルギーは、ツア

ー・パフォーマンス制作において密接に関連していることが明らかとなった。 

＜都市ツーリズム＞ 

まず、都市ツーリズムとは、人々が都市を訪れてその文化や歴史、観光名所などを体験する活

動である。都市は多様な要素を持ち、建築物、地理的／歴史的条件、地域の特性などが観光の

魅力となる。都市ツーリズムでは、何よりも訪れる人々が都市の魅力を十分に楽しむことが求

められる。 

 

＜ドラマトゥルギー＞ 

ワークショップ参加者がツアープランを作成する過程では、主に「ツアーのタイムライン」を

意識しながら、ツアーの旅程表の作成を行うことが、ドラマトゥルギーを成立させるために重

要視された。ドラマトゥルギーは演劇的概念であり、演劇における物語構造や舞台演出の要素

を含んでいる。時間や空間、物語の展開などを通じて、観客に感情的な体験や物語性を提供す

ることができる。ストーリーテリングや時間設計などのドラマトゥルギーとなる要素をツアー

に取り入れることで、“そこにあるストーリー”を魅力的に表現することが可能となる。また

ワークショップ内では、アートにおける「ドラマトゥルギー」と観光ツアーの「ドラマトゥル

ギー」の違いについても考察することとなった。 

 

＜ツアー体験におけるドラマトゥルギーの重要性＞ 

ツアー・パフォーマンス制作において、都市ツーリズムとドラマトゥルギーは相互に関連して

いると言える。まず、都市ツーリズムの要素をツアー・パフォーマンスに取り入れることで、

訪れる人々が都市の魅力をより深く体験することが可能となるだろう。例えば、建築物や地理

的条件を舞台とした演出や、地域の歴史や文化に基づいたストーリーテリングなどがある。こ

れにより、そこにしかないサイト・スペシフィックな都市の魅力をドラマティックに表現する

ことが可能となる。 

逆も然り、ドラマトゥルギーを既存の観光ツアー／修学旅行に取り入れることで、参加者によ

り一層の深い理解／あるいは「既存のツアーでは提供できない気付きを促す体験」をもたらす

ことができる。ドラマトゥルギーの手法を活用することで、ツアーがより魅力的で身体的／感

覚的に響く体験となる。 

また、ツアー・パフォーマンスでは、参加者も演劇の一部として関与する設定が前提となる場

合がある。この設定により、参加者は単なる観光客ではなく、自身が体験の主体となることに



よって、より一層都市との身体的な結びつきを得ることができる。ツアーパフォーマンスは、

都市ツーリズムと演劇の融合を通じて観光客に「体験的な舞台」を提供する形式なのである。 

ただ、ツーリズムとドラマトゥルギーのどちらもがツアー・パフォーマンスを成り立たせるも

のとして欠かせない要素である一方、その 2つを同時にツアーに取り込み、最適なバランスで

成り立たせることは決して容易なことではないことが本ワークショップのプロセスにおいて明

らかになった。 

 

ツアー・パフォーマンスが都市において実施される意義 

都市で実施されるツアー・パフォーマンスは、都市の魅力をより深く体験する機会を提供でき

る。一般的な観光では、観光地や名所を知り／訪問してもらうことが主な目的となるが、ツア

ー・パフォーマンスでは、ストーリーテリングや演劇的なパフォーマンスを通じて都市の歴史

や文化をより生き生きと伝えることが可能になる。参加者は単なる観光客ではなく、体験の主

体として関与することで、都市の魅力をより深く理解し、感じることができる。 

また、ツアー・パフォーマンスは都市の文化と芸術の振興を促す役割も果たし得る。都市は多

様な文化や芸術の発信地であり、ツアー・パフォーマンスはその一環として位置づけることが

できる。ツアー・パフォーマンスは演劇の原理や技法を取り入れた芸術的な要素を持ってお

り、参加型の演劇体験を通じて、都市の文化と芸術を活気づける役割を果たす。また、アーテ

ィストとの連携や共同制作を通じて、地域のコミュニティを支援し、都市全体の芸術的な魅力

を高めることも期待できる。 

  
 

４．今後の課題             （注）必要なページ数をご使用ください。 

本研究では、ツアー・パフォーマンスにおけるドラマトゥルギーの特徴を抽出し、それによっ

て、ツアー・パフォーマンスと一般的な観光との違い、その芸術的および演劇的特性などを明

らかにした。その方法は、2泊 3日の長崎修学旅行のツアープランをつくることをテーマとした

ワークショップという形式で行われ、今後実際の修学旅行として実現できる可能性を持ったプ

ランが複数生まれた。 

同時に、本ワークショップは「共同で研究／制作するために開発されたプラットフォームとし

ての可能性」を問うものでもあった。そこで明らかになった点は、学校が用意した旅行で「修

学」するよりも、旅行を作ってしまう方が学びになる、ということだった。 

そのことから、今後は今回のワークショップを「主体的なまなびを最大限に実現させる場」と

捉え、更に発展させていきたい。そのためには、実際に修学旅行をする中学・高校生たちと共

に、生徒自らがツアーの訪問地・コース・旅程などを組み立てられるワークショップを実施す

る。「出来上がった旅行を提供する」のではなく、「修学旅行を作るための方法をワークショ

ップとして提供」することで、プロジェクト・ベースド・ラーニング（生徒が自ら問題を見つ

け、さらにその問題を自ら解決する能力を身に付ける学習方法）の観点を取り入れた教育事業

としても展開していきたい。その試みは新たなツアー・パフォーマンス制作の実践へと改めて

道を開くものになるだろう。 
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